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限月 始値 高値 安値 終値 前日比 換算値 前日終値 換算値比
大豆 3月 1,232.00 1,239.50 1,227.00 1,232.00 -1.00 39,750 39,570 180

5月 1,240.75 1,248.00 1,236.00 1,241.00 -1.00 (先限)
大豆ミール 3月 326.4 328.7 325.0 325.4 -2.1

5月 328.3 329.8 326.5 327.0 -2.0
ﾄｳﾓﾛｺｼ 3月 643.00 645.00 639.25 642.25 -2.00 23,350 23,280 70

5月 650.00 651.75 646.00 648.50 -2.75 (先限)

現在値 東京終値
76.80 76.61

ドル円

2012/2/8 8:03

シカゴ市場 東京市場

【ｼｶｺﾞ大豆・大豆ﾐｰﾙ】 
7 日のシカゴ大豆は南米産地で天候が改善したほか、米農務省が９日発表する２月の需給報告

を前にポジション調整の動きがみられ、反落した。アルゼンチンでは今後１週間は乾燥した天候

が続く見通しだが、作物の生育への影響は全くないと考えられている。ドル安、原油相場の上昇

も相場の下支え要因となっている。米先物取引会社ニューエッジＵＳＡのアナリストは「南米 

での生産高が減少する中で、2012～13 年にかけては、在庫が逼迫（ひっぱく）する可能性があ

る」と述べた。世界最大の大豆輸入国である中国は今四半期、米国産大豆の買い付けを拡大する

見通し。厳しい干ばつにより南米での収穫高減少が見込まれているためで、大豆相場は上昇する

と予測されている。米農務省によると、輸出業者らは 2011～12 年渡しの米国産大豆油２万トン

をモロッコに売却する。この日のファンドの売買は 1000 枚の売越し。 

【ｼｶｺﾞﾄｳﾓﾛｺｼ】 

7 日のシカゴトウモロコシは米農務省が９日発表する需給報告を前に、ポジション調整の売り

が出て続落した。ジェフリーズ・べーチェのアナリストは「需給報告を控え、今後２、３日はポ

ジション調整の動きがみられるだろう。市場はここ最近の上昇を受けて買われ過ぎの状態となっ

ており、需給報告を前に相場が下落している」と指摘した。この日ファンドは 4000 枚の売越し。 

 

一方、小麦は急反落。戻り売りが優勢になって反転した。ギリシャの債務削減交渉が進展しな

いことからドルが上昇、株・原油の下落でリスク回避の流れが広がった。欧州の寒波がやや緩和

したことも利食い売りを促した。ファンドは 2000 枚の売越し。 

※当レポートは情報提供を目的としており、お取引の判断は御自身で行ってください。



 

[商品先物取引に係る留意点] 

 

経済産業省・農林水産省許可商品先物取引業者 

日本商品先物取引協会会員  
日本商品清算機構清算参加者      

� 取引証拠金について 

商品先物取引は委託に際して取引証拠金等の預託が必要になります。最初に預託する証拠金の額は商品

により異なり、最低取引単位（１枚）当り最高 166,000 円、最低 17,000 円です（2012 年 2 月 1 日現在）。但し、

その後の相場の変動によって追加の預託が必要になることがありますので、注意が必要です。また、その額は、

商品や相場の変動によって異なり、一様ではありません。 

[取引証拠金額一覧表]     http://www.okato.co.jp/okato/expert/pdf/honsyo.pdf 

※証拠金合計額は、各銘柄「売」・「買」の残玉枚数が多い方の値に、各銘柄 1 枚当りの取引証拠金額を乗じ、

これらを合算した金額になります。（追加の預託：「納会月割増額」の必要がある場合は、各銘柄「売」・「買」

の残玉枚数の多い方の値に、「納会月割増額」を乗じた金額も加算されます。） 

� 商品先物取引のレバレッジについて 

商品先物取引は証拠金取引であるため、取引の対象である総取引金額（約定値段等に取引単位の倍率と

取引数量を乗じて得た額）は、取引証拠金の 5～100 倍程度となります。なお、このレバレッジは 2012 年 2 月

1 日時点のものであり、証拠金額と商品価格によって変動いたします。 

� 商品先物取引のリスクについて 

商品先物取引は取引証拠金の額に比べて何十倍もの金額の取引を行うため、価格変動が予測に反して推

移した場合には大きな損失が発生する可能性があり、また、その変動の幅によっては損失が預託した証拠金

を上回る場合がございます。 

� 手数料について 

商品先物取引の委託には委託手数料がかかります。インターネット商品先物取引『Expert』のシステムを利用

した場合、標準取引は全銘柄共通、通常取引 1 枚あたり往復 756 円（内消費税相当額 36 円）・日計り取引 1

枚あたり往復 378 円（内消費税相当額 18 円）、ミニ取引は全銘柄共通、通常取引 1 枚あたり往復 378 円（内

消費税相当額 18 円）・日計り取引 1 枚あたり往復 189 円（内消費税相当額 9 円）の委託手数料がかかります。

また、電話による代行注文をお受けした場合、1 枚あたり片道 3,150 円（内消費税相当額 150 円）の委託手数

料がかかります。（手数料合計額は往復手数料×取引枚数になります。） 

上記の手数料は 2012 年 2 月 1 日時点のものであり、変更される場合があります。 

 

◇ お取引に関する相談は 

岡藤商事株式会社 コールセンター（管理課） 

東京都中央区新川２－１２－１６ ＴＥＬ ０３－３５５２－０４４０ 

日本商品先物取引協会 相談センター本部 

東京都中央区日本橋小網町９－４ ＴＥＬ ０３－３６６４－６２４３ 

ホームページ   http://www.nisshokyo.or.jp/ 

※当社のディスクローズ資料は当社または日商協の本支部およびホームページでご確認いただけます。 


